造る時代から・残す時代に―魅力の再生リフォーム― by 西濵 浩次
  
≪生活デザイン研究会≫ 
造る時代から・残す時代に 
― 魅力の再生リフォーム ― 
 
株式会社コンパス建築工房 西 濵 浩 次 
info@compas-ao.com 
1．はじめに 
 
建築事務所を営む観点から、リフォームを中心に考えを示す。筆者が建築分野に進
みたいと思ったのは中学 2 年生の時である。この頃、大阪万博が 1970 年に吹田市で
開催された。中学生の筆者が当時に知っている建築物と言えば、住宅、学校、大きな
建築物では百貨店といった建物しか見たことがなかった。その中、筆者の父親が建築
関係で請負業を営んでいたこともあり、万博の建設工事現場に同行する機会を得た。
万博会場ではアメリカ館やソビエト館などの骨組みが出来あがりつつある建築物を見
て感銘を受けて建築分野に興味を持った。描画や工作などを好んでいた筆者は、将来
における建築の重要性を親類からアドバイスを受けて、建築家の道を目指すようになる。 
京都工芸繊維大学の住環境学科を卒業して、ゼネコンの設計部に入社した。その後、
アトリエ系建築事務所を経て、筆者が 31 歳の時に独立した。バブル時代の好景気か
らバブル崩壊後の不景気も経験し、景気が悪くなったころ、建築物のリフォームが注
目されるようになる。好景気の時代は、古い物を大切に使用する傾向になく、古い建
物は壊され効率の良い新しい建築物の需要が高まった。しかし、不景気になると仕事
が激減し、新しい建物を建てず、リフォームを検討することも多くなった。そのころ、
2002 年に『大改造!!劇的ビフォーアフター』というテレビ番組がテレビ朝日系列で始
まる。当時は、建築家がリフォームを手掛けることはまだ少なく、一般的にリフォー
ムとは内装工がキッチンを取り換えたり、和室を洋室に組み替えたりするなどの比較
的簡単な工程を指すことが多かった。しかし、テレビでリフォームを大々的に放送す
るようになり、筆者もリフォームは初体験であったが『匠』として出演するなど、建
築家がリフォームを手がける機会も増えてきた。 
現在、世の中では建築が多く余っている。住宅分野においては、住宅戸数が世帯数
を大きく上回り、空き家の問題を抱えている。これらの解体や利活用の検討が必要な
時代となったのである。 
 
2．大阪市内 
 
図 1 の画像は、横軸に新大阪駅があり新幹線が走り、縦軸には新御堂筋が通ってい
るが、まだ江坂方面には抜けていない。現在の新大阪では多くのビルが立ち並び発展
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しているが、筆者が中学生のころは、ま
だまだ建築物が足りていない状態であっ
た。戦後の大阪などの都会では戦争で住
宅が焼けたため、建物が圧倒的に足りな
いのである。そのため、急速に建物が建
築された。そのため、粗悪な建物も多く、
それを建て替える必要もあった。 
その後の図 2 では跡形もなく、建築物
が建て替わっているのである。大阪市内
は市電が走り、道路も方格状に配置し、
街はいわゆる碁盤の目に都市設計されている。高度成長期に入ると自動車の所有が多
くみられ、交通渋滞が深刻化し市電が廃止され、大阪市内では地下鉄が普及した。し
かし現在では、エネルギー問題や地域の利便性などの問題からも、路面電車が再度見
直され例えば、京都市内の市電の復活を望む働きなどもある。懐かしさを残す図 3 の
ような風景も、木造二階建ての建物が、現在ではビルに建て替えられている。 
 
3．建築家の役割 
 
時代と共に街並みが変わるにつれて、建築家の役割も変わってきている。筆者が建
築を志したころは、建築が足りない状況であった。その時代における建築家の役割と
は、①どんな素敵な建築を提案できるのか。②どんな立派な建築を造ることができる
のか。の 2点である。 
しかし、建築が余っているのに建物を新たに建てると、余る建物が増えるというこ
とである。したがって、建築が余ってきている時代における建築家は、①どうすれば、
造らなくてよいのか。②どうすれば、残すことができるのか。という考え方を持つ必
要も生じてきた。そのために、今まで培ってきた経験や技術、知識を使うことも、建
築に携わる人間にとって大事なことである。現在余っている建物、使われている建物
図 1 筆者が建築を志すきっかけと 
なった時代の大阪 
図 3 大阪の市電の様子 図 2 その後の新大阪 
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はどうすれば残せるのだろうか。なぜ、建築物が使われなくなるかと言えば、その建
物に魅力がないから使わないのである。したがって、建物に魅力をつければ、使える
ようになる。 
では建築物の魅力とは何か。まず絶対的な魅力としては、ロケーションが挙げられ
る。例えば、駅から近い、景色の良い場所などは、圧倒的な魅力となる。しかし、そ
ういった環境は限られているため、壊したくない、住みたいという建築の魅力を高め
るような再生をする必要がある。建築物としての魅力とはまず、耐震性、耐久性、機
能性、耐熱性、経済性というような要素がある。さらに今後は、これらに加えてデザ
イン、セキュリティ、プライバシー、バリアフリー、メンテナンスといった色々な性
能や機能も、建築には求められるのである。優先されるべき要素は、用途や使い手な
どによって異なる。その中のたくさんの要求の中で、何が人を引き付ける魅力となり、
どんな魅力をつけることで、その建物が使われていくのかを、筆者が独立してから今
まで取り組んできた仕事を事例に考察する。 
 
4．新築住宅 
 
リフォームではなく、新築住宅の設計依頼であっても、建築家が好きな建物を造れる
わけではない。筆者の多様な建築経験からみても、良い環境、多くの予算、長期間での
構想、施主との良好な関係など全ての条件が、揃っていることはほとんどないのである。
一つ一つの案件には、必ず難しい内容があり、それを処理して形にすることが、プロの
建築家としての務めである。また、それが仕事としてのやりがいにもつながる。 
 
4-1．住吉の家（2003 堺市 RC 3F） 
この家は、建売物件の分譲区画内にある、20 坪
程度の土地に建つ建物の設計である。通常では敷地
があり、その前には道路があり、隣の家が建ってい
る。この場所に小さな建物を建てる場合、建築には
建蔽率や容積率などが建築基準法で定められている
ため、敷地の 100 パーセントを使用して建物を建て
られるわけではない。その敷地の 60 パーセント程
度に建物を建てることが、一般的な考え方である。
それだけなら普通の手順となるが、この建築の施主
である若い夫婦は、広くない敷地に駐車場と庭を設
ける要望があったため、普通に建てるのではなく、
建物の中央を抜くような建築を計画した。それにより、日当たりが良好となり、風通
しも良くなる。また、中庭に面して窓を設けることにより、プライバシーの確保にも
図 4 住吉の家外観 
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有効である。色々な要望から、建築を検討していくのである。 
外観にみられるように、四角の二階と三階を前にずらすことで中庭ができた。そし
て、ずらした部分が屋根となり、下に車を止めて駐車場として、玄関ドアの庇の役割
も果たしている。小さな建物ではあるが、中庭形式の建物にすることにより、近所か
ら覗かれたり、侵入されたりすることもなく、窓を開けたままでの生活が可能となる。
玄関部分も決して広くないが、中庭に面しているため、中庭や中庭を通して向こう側
の部屋が見え、視線が止まることがないため空間を広く感じるのである。小さな建物
であるため、容積と面積は限られている。しかし、視線の抜き方によって、空間の広
がりは随分変わってくる。 
 
4-2．目神山の家（2006 兵庫県 RC＋W B1F/1F） 
六甲山の麓にある目神山町に建つ住宅。この住宅の敷地は、崖地にある。上部に道
路が通り、平らな土地は少量しかなく、大部分の敷地は崖地が占めている。こういっ
た地形の場合、通常の住宅の建て方としては土地を一旦平らに造成して、その上に住
宅を建てることが多い。ただそれには、多額の費用が必要となり、山の地形を変えて
景観を損なうため、好ましくない。そこで、図 6 のように敷地の上部を整地して、そ
の低くなった土地に部屋を設ける。この部屋と上部の平らな土地に掛けるように建物
を建築する。こうすることにより、最低限の地形の整地のみで住宅を建築することが
できる。この土地は、山の上にあり、岩盤地質であるため、掘削工事に費用がかかる
ため、基礎を最小限にして、あとは建築構造で補うのである。 
建物下部の地下部分は鉄筋コンクリート造で、その上に、木造の住宅を建てる構造
としている。基礎部分は最小限の施工として、外に飛びだす形状のキャンティレバー
を用いることで、土地形状を大きく変えない設計としている。2 つの箱（室）をずら
して重ねた設計になっているため、下部の箱（室）の上をルーフテラスとして活用す
ることができる。さらに、下のルーフテラスから上のルーフテラスに階段を設けるこ
とで、屋根をも有効利用できる。平らな部分が少ない土地であることから広い庭が持
図 5 内観（左：中庭 中：玄関 右：室内） 
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てないため、広いテラスを建築として確保している。 
建物の道路側はプライバシーやセキュリティを守るため、ほとんど窓を設けていな
い閉鎖的な外観に感じる。しかし、中に入ると非常に開放的で神戸の街を見下ろせる
快適な空間が広がる設計となっている。 
 
4-3．茨木の家（2008 茨木市 RC 3F） 
この敷地は、図面が示すようにのこぎり型の変形地である。そのため、四角い建物
を建てると活用出来ない土地が残り、効率の悪い建て方になってしまう。こういった
土地は、一般的に四角く間口の広い土地に比べて、価値の低い土地にあたる。非常に
使いにくく欠点のある土地とされているものも、それは決して欠点ではなく土地の個
性と考える。個性のない土地に比べて、個性的な土地では、その土地に合わせること
で建築も自ずと個性を持って、他にない魅力的な建築となり得るのである。 
ここは、地形に即して効率良く建物を建てるため、2 枚の曲線を持つ構造壁を建て
た。その敷地中央部分の余った三角の土地に、1 階・2 階・3 階を繋ぐ階段室と、エレ
ベーターのコアを設けることで、各階の空間を独立したスペースとして活用すること
が可能となった。構造となる 2 つ壁を曲線に設けることで、室内も曲線の壁に挟まれ
たような個性的な空間になる。四角の整った土地では、曲線の空間をつくる必要はな
いが、のこぎり型の敷地だったからこそ、個性的な空間が生まれるのである。直線で
図 6 傾斜地形図 図 7 目神山の家 外観 
図 8 目神山の家 外観 図 9 目神山の家 内観 
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はなくカーブの廊下として、曲線のもつやさしい空間となった。3 階リビングからも
感じるように曲線の壁があるだけで個性的な空間となる。 
 
4-4．MP-house（2016 福岡市 RC 3F） 
この土地は、南側に向かってひな壇造成された階段
状の土地である。道路から 2 メートル程度の高さの段
差があり、奥の敷地にも段差が連なる土地での住宅の
建築である。 
断面図にあるように、敷地に沿うかたちにスキップ
フロアでゆっくり上る建築方法とした。その中心部分
に、中庭を設けその周りを四角く大きな外壁で囲み、
プライバシーやセキュリティを確保して、自然の採光
図 12 茨木の家 左：外観 
中：廊下 右：室内 
図 10 茨木の家 のこぎり型土地図面             図 11 茨木の家 平面図 
図 14 MP-house ひな壇造成の断面図              図 15 MP-house 三面図 
図 13 MP-house 外観 
－ 82 －
  
や通風が得られる設計としている。 
平面図左の地下から順番に上にあがる。その外壁には窓を設けず、その中に 4 つの
庭を配置する。1 階部分が大きく外に飛び出した建物が屋根となり、その下に車 3 台が
駐車可能となっている。外観から見ると殺風景の建物に感じるが、地上に植樹した竹は
二階のテラスを突き抜けているので、2 階からも竹のある景色を楽しむことができる。 
外から見ると閉鎖的な空間を想像するが、対照的に室内は開放感のある空間となっ
ている。室内の窓を施錠しなくても不審者の侵入はなく、外部から室内を覗かれるこ
ともない安心感がある。そのことから、バスルームもバスコートに面した造りにして
いる。内部動線は緩やかな階段、スロープをスキップしながら上にあがり、屋上も使
用できる設計としている。 
この住宅が完成し後日に、中庭で家族と一緒に食事をする頻度が増えたとの報告を
もらい、中庭での新たな生活を楽しむ様子を感じることができた。 
5．幼稚園・学校 
 
5-1．白庭台幼稚園（2010 奈良県 ｓ1F 用途：幼稚園） 
「奈良県景観調和デザイン賞」知事賞 
「JCD デザインアワード 2011」BEST100（入選）他 
筆者は、住宅だけでなく色々な用途の建築を行う。例えば、幼稚園もその一つである。 
幼稚園や学校は、四角い教室や保育室が横一列に並んでいる設計が一般的である。
この案件は、南側のグランドを囲むような形
でランダムに保育室を配置して、上部中央に
は年長・年中クラス、下部右側は年少クラス、
上部右側は給食室や職員室を設けている。保
育室は横並びに施工するのではなく、それぞ
れをグループに分けて遊戯室を取り囲む形で
保育室を設けている。それによって、休み時
間は年長・年中クラスの園児も一緒になって
図 16 MP-house 左：竹と 2 階テラス 中：室内 左：中庭の食事風景 
図 17 白庭台幼稚園 平面図 
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遊ぶことができる。各教室の入り口には、ド
アを設けず、セミオープンスクールとしてい
る。当初幼稚園側からは、扉を設けないこと
で他の教室の声や物音が聞こえてくるため、
園児が集中できないのではないかとの意見が
あった。しかし、出来上がってから赴くと、
当初の心配とは異なり、各担任の先生の声を
聞こうと、園児たちが集中している。休み時
間には一気に開放的になるものの、担任の声
が聞こえると一斉に各教室に戻り集中するのには驚いた。 
グループ分けをした教室や職員室など全体に大きな屋根を一つ設けている。その屋
根にある黒く丸い箇所はトップライトとして開けられ、自然光を取り込み保育を行っ
ている。 
建築にあたっては、建築コストも重要であり、できるだけコストを抑えるため構造
的には、鉄骨の部材を一辺が 3 メートルの三角形を用いて、部材の規格を揃えた。そ
れにより、変形した形を合理的に作ることができた。保育室は四角形で、大屋根構造
は三角形で組み、その中に丸いトップライトを開けた構成となっている。下の保育室
や職員室は全て木の箱型の上に大屋根がかかり、トップライトが空いてる。緑の植物
の上部のトップライトにはガラスをはめていないため、雨が降り注ぐ。こういった自
然光や風が吹き抜け、自然を感じる環境を園児たちに体感させる空間となっている。
天井は照明器具などの設備で乱雑になりがちだが、この天井はそういった設備がなく
トップライトの穴だけが空いているためスッキリした空間となっている。 
保育室も同様に、天気が良い日は非常に明るく、曇りの日は薄暗い。冷房設備も設
けておらず、基本的には高窓と下から風が抜ける設計としている。幼稚園の場合は、
暑さの最も厳しい季節は夏休みのため、なんとか過ごすことができるようだ。夏は暑
く、冬は寒い、天気が良い日は明るく、曇りの日は薄暗い。季節や天候に関わらず同
じ環境で人間が甘えるより、人間も環境に適応させることのできる耐力をつけるべき
だと筆者は考えている。 
 
6．寺院 
 
6-1．西光寺（2015 大阪市 RC 用途：寺院・庫裏） 
第 8回「建築人賞」奨励賞 
大阪市天王寺区にある 400 年以上続く古いお寺の建て替えを行った。天王寺区の
「あべのハルカス」の裏手に、「Hoop」や「and」といった商業施設に隣接して境内
があったが、さらに商業施設の開発が進む地域で、このお寺の 500 坪ほどあった境内
図 18 白庭台幼稚園 保育室内 
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も開発されることとなった。うなぎの寝床のような一部の土地 100 坪ほどをお寺の境
内として残し、その他は商業施設となった。もともと治安の良い地域ではなく、何度
かお寺の仏具が盗難にあったりしているため、住職からは当初よりセキュリティ面の
強化の要望があった。 
間口は 9 メートル程度しかなく、奥行きが約 40 メートルもある特殊な土地形状に
寺院を建築した。この寺院の外観は、お寺らしさはなく、外部には大きな窓を設けて
いない。古い仏具やお寺の装飾品は再利用し、コンクリートの打ち放し仕上げについ
ても、少し古びた感じを出すためにコンクリートを染色して仕上げた。 
セキュリティの確保から建物の正面出入り口には大きな門扉を設けた。向かって左
側が寺院への入り口、右側は 2 階にある庫裏への入り口であり住職やその家族が出入
りする。お寺の機能と住職の家族の生活と、それぞれの動線が交わることのないよう
な設計を重視した。狭小な土地となったが、お寺としての風格が必要な為、この土地
の奥行きを生かす建築を考えた。寺院入り口を入ると約 40 メートルの参道を設けた。
門を開けると、すぐに本堂がある造りではなく、奥行きのある土地を利用して、あえ
て長い参道を歩いた後に、奥の本堂に入ることができる構成にした。その参道の間に
は中庭を設けて、梵鐘や古い仏具を再利用している。朝には壁面のスリットから光が
参道を照らす構造となっている。 
参道を進むとお寺の本堂にある一般の人々がお参りする外陣があり、その南側に庭
を設けている。内陣ではご本尊である阿弥陀如来像が南向きになるようにお祀りした。
図 19 西光寺 外観（左：施工前 右：施工後） 
図 20 西光寺 左：正面外観 中：参道 右：内陣 
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ここで使用しているご本尊、仏具などは古くから伝わるものもあり、洗浄、若しくは
化粧直しした上でできる限り再利用している。 
 
7．資産活用・継承 
 
7-1．K-SOHO（2016 大阪市 S 3F） 大阪市ハウジングデザイン賞 特別賞 
昨今、資産家などは子供達や子孫にどのようにして資産を残すのかという難しい問
題がある。固定資産税や相続税などの負担が大きく、資産を継承するというのは難題
である。ここではそういった事例を紹介する。 
 
手前の建物がアパートで、奥の階段がある建物が文化住宅である。建物の持ち主が
高齢になり、本人が亡くなった時に子供達に残しても、子供達はその建物の維持管理
を持て余してしまう。こういった建物も子供達が引き継ぎ、維持管理しやすい形に変
えていくために、現代的な集合住宅として建て替えた。 
建物を維持管理する上で、将来を見据えて設
計することが大切である。賃貸マンションなど
においては、新築当初は新築建物という魅力が
あるため、必ず入居者がある。しかし、10 年、
20 年経った時には、新築という魅力はなくなっ
てしまう。今後も、周囲に新しい建物やマンシ
ョンなどが建ち続ける中、それらと明確な差別
化をしておかなければ、新築という魅力はすぐ
に鎮撫化してされてしまう。事業用資産の建物
には、いかに衰えていかないような魅力を建物につけることができるかどうかが重要
となってくる。 
1 階はガレージハウスになっている。黒く大きなドアからは、大型バイクなどを収
納することができる。1 階住居は道路より直接出入りができ、1 階と 2 階の半分を使
図 21 左：旧アパート 右：K-SOHO（建て替え後） 外観 
図 22 K-SOHO 内観 
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いメゾネット住宅となっている。2階へは両サイドの階段から上がり、2階の半分と 3 
階を使用したメゾネット住居となっている。 
天井は約 3 メートルの高さがあり、スケルトンの開放感のある室内である。余分な
装飾や設備をつけず、豪華な仕上げもない。新しいマンションは、新築という魅力、
あるいは最新設備を備えた建物、または流行に乗った建物であるといったものが多い。
しかし、それらの魅力は長持ちしない。陳腐化しない魅力の一つとしては空間の量や
質である。ここでは魅力である天井の高さ、空間の容積、あるいはプライバシーやセ
キュリティが守られている安全な空間の質だと考えている。 
道路との間に磨りガラスの塀があり、室内との間に庭を設けている。そのため、窓
を開けたまま生活できて、エアコンに頼らずに自然の風で夏も生活できる。１階でそ
のような生活が可能なマンションは殆どなく、一般的なマンションとの差別化を図っ
ている。 
3 階も同様、近隣に今後高層マンションなどが建っても、自分たちの生活がしっか
りと守って、覗かれることがないインナーテラスを用いるなど、プライバシーやセキ
ュリティがしっかりと守られた住戸となっている。 
 
7-2．S−COURT（2017 京都 RC 4F） 
先程も例に挙げたが、相続の対策は重要である。敷地の評価に従って相続税が決定
されるため、屋敷の敷地が大きくなると、相続税の支払いは大変である。しっかりと
事前に対策をとっておく必要がある。その一例を紹介する。 
これは、京阪電車の終点駅でもある出町柳駅付近にある、500 坪程ある大邸宅であ
る。立地も良く評価額も高いため、所有者が亡くなれば、その数ヶ月以内に資産評価
額の半分近くの相続税を支払わなければならなくなる。所有者はかなりの高齢であっ
たため、その対策を早急に進める必要があった。資産がたくさんある立派な家でも、
現金が多くある家でないと相続税を支払うこと自体が困難となることがある。中央部
分の広大な屋敷が所有地となっていて、母屋を中心に借家が 5〜6 軒建っている。こ
図 23 左：旧屋敷外観 右：内部・梁の様子 
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れらを一旦、解体して、できる限り相続税が軽減できるような計画を考えた。相続税
対策としてはマンション建設が比較的、効率的である。所有者名義で建てることで借
金、すなわちマイナスの財産ができることになり、相続税も相殺されて支払いも少な
くなる。あとは、事業として成り立つ仕組みにしておけば、建設費はローンで返済す
ることが可能となる。 
高齢である建築主の住居も併設するため、敷地の一部である和風な庭を継承し、建
物は現代的な景観としている。京都大学に近いため、その学生や教員に入居してもら
えるような共同住宅とした。京都らしいイメージで庭を残したり、敷地が変形の丸い
形をしている。そのため、ドーナツ型に建物を配置して中庭を設けて、建物の内外建
築主の住宅部分は、旧家屋の柱や梁、建具、欄間などを再利用して、面影を引き継い
だイメージで設計している。賃貸部分の室内は、普通のマンションとは異なり、天井
高を活用したロフトを設けたり、アールの壁を設けたりするなど個性的な空間イメー
ジとした。 
 
 
8．残す時代へ（リフォーム） 
 
今まで紹介した建築物は新築や建替だが、次に表題の『造る時代から・残す時代
へ』について考察する。 
戦前における日本の住宅が長期間使用されている背景には、例えば祖父の時代に良
図 24 S-COURT 右：庭 左：外観 
図 25 S=COURT 左：中庭 右：室内 
－ 88 －
  
い材料を選び、近隣の大工へ依頼し建てたものなど、その家への思い入れが強く、子
供や孫が三代、四代にわたり住み継いできたことがある。しかし、戦後の日本は住宅
不足を解消するために、簡易に急いで建てる必要があったため、家に対する思い入れ
なども少ない。また高度経済成長期に入り、いろいろな政策も加わり、日本の住宅は
30 年程度の建て替わりが進んだ時代となった。欧米諸国では 100 年以上の住宅も特別
ではなく、大切に使われ続けている。 
なぜ、日本の家が長持ちしないのか。そこで、日本と欧米諸国の文化の違いを見る。
日本の場合は、自分の家とは自分たちのものであり、そこに家族が住み、その土地で
建て替えて住み続ける定住思考がある。そのため、他人の家に住みかえることに抵抗
を持つ。一方、欧米では建物は社会全体のもので、自分たちがそこに住みかえていく
ような所有に対する意識の違いがある。居住を重視して定住思考のある日本に対して、
欧米では引越しをしながら自分たちの生活に合う環境に変えていく思考がある。 
また大きな理由として、市場の流通が挙げられる。現代では中古住宅も見直されて
いるが、以前では、中古の家を購入するのは低所得者層で、富裕層は新築に建て替え
ることが一般的であった。こういった意識の違いにより、日本では建築に対する良質
なストックが少ないことが、住み継がれない理由の一つであると考える。 
 
8-1．日本の住まい 
日本の住まいは、本当に 30 年しか保つことができないのか。住宅の寿命の短い理
由として、構造的なハード部分の問題があげられる。 
1．住まいを取り巻く環境 
住まいを取り巻く環境として高温多湿な風土があり、シロアリなどの害虫も発生し
やすい。また、地震により大きく破損すると、大金をかけて修理するよりも、建て替
えを考えることが一般的である。従来の日本の家は、木・紙・土でできていたため、
腐りやすく、潰れやすく、燃えやすいことから、寿命が短いと考えらえてきた。 
2．住宅に対する政策・意識 
法隆寺は、建立から 1400 年も経つことを思うと、ハードの問題ばかりでなく、意
識の持ち方が短命な住宅の大きな原因だと考える。戦後、安直な住まいづくりが多く、
足りない住宅を、建売住宅や住宅メーカーが主導して、大量消費を煽るような建て方
を続けてきた。 
新築の住宅ローンは優遇され、減税もあり、安く簡単に購入出来るプレハブ工法など
を用いた量産住宅、あるいは国の政策自体が大量消費を促した。最近ではリフォーム
へのローン制度も見られるものの、以前は古い家に何千万もの費用をかけて修繕する
考え方もなく、銀行も 30 年で価値のなくなる建物に大きな費用を貸すことはなかっ
た。こういった金融制度の違いにより、新築への誘導がなされてきた。 
昔の建物であれば、祖父が拘って建てた証である家を守るために、床や柱を磨き、
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建具が歪めば近所の建具屋の職人を呼び修繕して、障子や畳の張替えを定期的に行う
など、住宅に関わって生きてきた。しかし、最近の建物では汚れない、メンテナンス
不要とするフリーメンテナンス性能を売りとしている。そのため家に手のかからない
分、家に愛着も芽生えにくい。実際、安く簡単に手に入れて手間暇もかけない家には
大切に使おうとする意識も芽生えにくい。例えば、コップひとつ手に入れたとして、
自分のための作り手の顔が見えるものであれば大切にする。しかし、百円均一ショッ
プで安く簡単に手に入れたものだと、飽きたらすぐに捨ててしまうだろう。だがその
双方に、使用している土の量や、釜に入れて焼くエネルギー量は、同じように消費さ
れているのだ。それを一年で使ってしまうのか十年、二十年も使い続けるのかによっ
て、いろいろな環境に与える負担も変わってくる。我々は造る責任もあるが、それを
使い切るような責任もあると考えている。造った限りは、最後まで使い切るという考
え方が大切である。 
 
8-2．リフォームの動機 
従来のリフォームは、自分たちが住んでいる住宅が、築 30 年が経ち老朽化してき
たことを契機に、新築当時に戻すために外壁補修、屋根の葺き替え、キッチンやユニ
ットバスの交換などを行い、新築当時に近づけることを目的としていた。しかし 30
年が経過したということは、家が古くなっただけではなく、住む人間も歳を重ねてい
る。新築当初は小さかった子供たちは、大きくなり家から独立して、元気だった祖父
母も施設に入り、夫婦二人の生活となっているなどのケースも良く見られる。新築当
時のような家にリフォームしたところで、果たしてこれから気持ち良く生活ができる
のか、ということを考えなければならない。これからのリフォームを考えるには、現
在から 30 年前に戻すのではなく、これからの 30 年を見据えてリフォームを考えなけ
ればならない。そのためには、今ある建築で利用出来るところは、利用して最後まで
使い切る。利用しないのであれば、建築も断捨離が必要である。いらないものをいつ
までも置いておくと、メンテナンスに時間も費用もかかる。不必要なものは切り捨て、
使える部分は大切に引き継いでいくという考え方が必要なのである。 
家というのは、便利で格好が良いものも求められる。しかし、何よりも優先される
べきものは、安全性である。大地震があるたびに建築基準法が厳しくなるため、30 年
40 年前とでは耐震性の基準も大きく変わっている。大掛かりなリフォームを考えてい
る場合には、耐震性の確保も見直さなければならない。また、昔と違い、風通しの良
い家だけでは生活は困難である。エアコンも必要であり、そのためにはエネルギーの
ロスの少ない家にしておく必要がある。そのため、断熱性能の向上も必要である。そ
して、建築本体の安全や性能だけではなく、生活が安全で安心でなければならない。
高齢化に向けてバリアフリーに対する配慮も必要であるし、都会生活ではセキュリテ
ィやプライバシーの確保も考えておく必要がある。 
－ 90 －
  
8-3．建て替えか？リフォームか？ 
良くある相談として、築 30～40 年の住宅ではリフォームするべきか、または建て
替えをするべきかと質問されることが多い。新築なら好きな建物を建てることができ
る。しかし、リフォームならば制限が多く、妥協した建物になってしまうのではない
かなどの不安もある。 
筆者の考え方として、建て替えでもリフォームであってもあまり変わることはない。
新築だからといって好きな建物を建てられるわけではなく、施主の予算、道路の幅や
近隣住宅の高さなどの周囲の環境、敷地の面積などの制限が必ずある。建て替えの場
合は、まず屋根から基礎、配管まで全て処分した上で、全てを新しく調達する必要が
ある。建築物に関しては自由であるが環境に関してはリフォームと変わらない。リフ
ォームの場合は、古いものがあるから規制があるのではなく、プラス思考に考えて使
えるものを見つけ、新築で建て替えるよりは少し楽になる、あるいは古いものの趣を
楽しむと考えてみる。そうすることで急に気が楽になり、思い切った発想につながる
こともある。 
 
9．住宅のリフォーム 
 
9-1．牛舎の家（2004 長崎県 W 2F） 
2004 年住まいのあかりコンクールリフォームリニューアル賞 
『大改造!!劇的ビフォーアフター』でも放映された、筆者の 3 件目にあたるリフォ
ーム物件であり、長崎県の離島壱岐島にある牛小屋を持つ古い農家のリフォームであ
る。小屋に牛を飼い、家の前の畑で野菜や米などの作物を育てる自給自足の生活をし
ていた。この島は、高い山もなく風通しが良いため、防風林に囲まれたところに家が
建っている。その防風林のはらった枝を薪としてご飯を炊くなどして、のどかな生活
をしているのである。こういった生活をしている中に、建築家やテレビ局が入りリフォ
ームすることで、のどかな暮らしを変える必要性はないと思った。そのため、時間が
図 26 牛舎の家 リフォーム前 左：外観 右：牛舎 
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かかる、遠いなどの多少の問題以上に、リフォームしづらい案件であった。 
その一方で、生活は確かに不便である。高齢女性が、左側にある井戸で野菜を洗い、
調理場で調理し、調理したものを座敷まで持って行き、食事をして暮らしている。現
在牛は飼っていないが、牛小屋があり、今では物置として使われてきた。牛小屋は広
いが住居スペースはコンパクトで質素な造りである。リフォームに当たっては、のど
かな生活を変えないよう、筆者自らルールを決めた。リフォームのための資材を船で
運ぶと輸送費が高額になり、本土から人を呼ぶにしても高速艇で来てもらうことにな
り人件費もかかることから、特別なことは行わず島の人たちの手を借りて島にある材
料だけを使ってリフォームすることにした。 
農作業用の屋根を取り払い、耐震補強し日当たりの良い家に変えた。牛小屋だった
場所の南面には、農作業も出来るよう屋根を取り付けられていた。リフォームに当た
ってはまずこの屋根を取り、日当たりを良くすることから始めた。入り口部分にある
竹製のすのこは、村の子供達に集まってもらい、一緒に竹を取りに行き大工である職
人に手伝ってもらいながら製作した。材料調達から組み立てまで自分たちで作った経
験がなかった子供達にとっても貴重な経験となり、とても喜んで製作してくれた。 
室内の磨りガラスの奥にキッチンがあり、その横にかまどを設け、枝払いした薪で
図 27 牛舎の家 リフォーム後 左：外観 右：牛舎外装 
図 28 牛舎の家 リフォーム後 室内（キッチン周辺） 
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ご飯やおかずを炊いたりできる。土壁を一旦落とした壁に耐震補強して、断熱材充填
して補強した上に塗り壁を施している。古い土はふるいにかけ新しい土と混ぜ塗り直
すことで何度でも使えるのである。不要になったイカ釣り用ランプをもらい、明かり
窓として壁を塗る際に埋め込んでいる。また、祖父が木こりだった頃の思い出の品と
して大鋸を壁に装飾した。この大鋸は、使えるように目立てし、村の元木こりの 80
歳過ぎの人を集め、使い方を紹介する映像を撮るために木を引いてもらい、その木材
をベンチやテーブルとして利用した。この大鋸で木を引くと目の粗い表面となり、通
常は建材として使用するために大工職人に鉋をかけてもらうことが一般的である。た
だ、綺麗な鋸目の建材は製材所でも手配できるが、80 歳の老人 3 人が一週間かけて引
いた大鋸の粗い表面を消すことは惜しい気がした。鋸目を残したままで紙やすりで軽
く磨いたまま、テーブルの天板に使用することにした。その天板を支える脚は餅つき
に用いる石臼を使用している。この家には男手がいなくなったため餅つきを行わない
とのことから、石臼の下を排水できるように加工し、パーティーシンクとして再利用
している。中央にある丸太の柱は牛をつないでいた丸太で、そのまま再利用した。右
側にテレビ台と、中央に薪ストーブを設けている。これは、筆者が船着き場から現場
に入る際の道中で、山積みにされていた鉄くずを持ち主の許可を得て製作したもので
ある。穴が空き、劣化が酷く使用できないと不安視されていた。しかし筆者は、新品
の鉄は簡単に手に入るが、この鉄くずは海の潮風にさらされて、穴が空くほどの表情
をつけているところにこの鉄に魅力を感じたのである。薪ストーブに使用されている
鉄製のパイプは、この島に海中の海底から海砂と海水とを一緒に吸い上げて、建材用
としての砂を取るためのものであった。そのため、吸いあげた砂で削られて穴が空き、
使用できなくなり陸にあげられた際に潮溜まり部分がさらに劣化し穴を開けたもので
ある。こういった歴史を踏まえて、パイプの下部を繕い薪ストーブに蘇らせたのであ
る。約 3ｍもあるこの薪ストーブは放熱面積が広いため、熱の循環効率が良い。天井
が高いこの家には通常のエアコンでは充分に暖かくならないため、寒い冬にはとても
喜ばれている 
かつて牛の餌置き場だった 2 階の一部は吹き抜けとし、その 2 階には孫たちが使え
るような勉強机カウンターを配置した。南の屋根を取り払って新しく設けたテラスに
出ると壱岐の海を見下ろすことができる。今まで自分の専用スペースがなかった孫た
ちにも、それぞれの個室も設けることができた。 
リビング横には和室を設けた。一般的に床の間には板などを敷くが、ここでは裏山
から出土した玄武岩を床板代わりに使用した。床の間の背面には、一枚ガラスを配置
し景色が裏山につながるように設計し、その上部に裏山に入って仕事をしていた祖父
の位牌を御祀りした。天井は竹製の光天井とした。浴室は覗かれる心配がない裏山の
地形を活かして、ガラス窓を大きく設けた開放感のある空間に設計した。 
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祖母が使い慣れた洗い場である井戸部分は、これからも使用できるように、使いや
すい形状にした。畑への行き来や採れた野菜の持ち運びに便利な大きな開口部を設け
て、畑作業の合間に腰掛けられるスペースも配置した。井戸は木製のスライド式テー
ブルの蓋とし、重労働である井戸水の汲みあげ作業も汲み置きができるシンクを備え
ることで、汲んだ水が効率的に使えるようになった。シンク下には収納を設けて、漬
物などが保管できる。今までの生活スタイルを変えずに、これからも使い続けられる
ように配慮した。 
現在、労務費の高い日本では、最も効
率良く安価に家を建てる方法は既製品を
多用する事である。安く、早く、後のク
レームがないことが最も合理的な造り方
なのに対して、ほとんどの材料は島にあ
り、見捨てられたものを再利用して活用
している今回のリフォームでは、実際の
材料費は安価であるが、多くの人の手が
かかっていることを考えると最も贅沢な
造り方とも言える。 
 
9-2．大阪信愛女学院（大阪市  RC 用途：食堂） 
第十七回木材活用コンクール第二部門賞 
幼稚園から短期大学まである学校の食堂
のリフォームである。2 階に講堂があり、
その下階にある食堂はホワイエや廊下に囲
まれているため、全く光が入ってこない暗
い室であった。学生にも協力してもらい、
リフォームの過程をテレビで放映した。 
自然環境に接しない空間だったため、既
存の天井は取り外して天井を高くし、自然
をモチーフにした雲型の光の反射板や木型
のパテーションを配置した。またテーブル
も横並びの配置からグループや個人など色々なタイプの学生に対応できる居場所を造
り、楽しい昼食時間を過ごせる配置に変更した。 
食堂の中心の壁には、美術部の学生が空きビンなどの廃ガラスを利用して太陽をモ
チーフにした大きな壁画を制作した。使われていなかった食堂周りの廊下などの空間
にまで、はみ出して色々なコーナーを設けた。はみ出したコーナーは、チョットした
おしゃべりや保護者などが子供達を待つ空間となっている。内部の手洗いコーナーと
図 29 牛舎の家 
リフォーム後のリビング 
図 30 大阪親愛女学院 
食堂外回り リフォーム前 
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一体になった、ルーバーに囲われた売店。給食のカート置き場。丸い素材は合板を製
造するときに生じる丸太の芯材。それぞれに子供たちの自画像が掛かれている。キャ
ンパスからはみ出たテラスも設置。外でも食事が可能となった。 
 
9-3．洗濯機を 3台回す家 
2018 年にテレビ放映された柔道でオ
リンピックを目指す六人姉妹を持つ一家
のリフォームを手掛けた。 
一家の母親は、毎日洗濯に追われてい
る生活をしている。そのため、洗濯場所
や物干し場を集中して確保するなど、機
能的な環境に変更した。 
それ以外の室内もリフォームも手がけ
る。今まで自分の部屋が無かった姉妹の
ために二段ベッド形式をとり、今までなかった個人の居場所となるスペースを確保し
た。また今までスポーツ活動を重視して、行楽行事がなかった家族のために屋上へ行
くと、リフレッシュできる外部空間を設計した。 
 
図 31 大阪親愛女学院食堂 リフォーム後 
図 32 柔道家族 リフォーム前 
図 33 柔道家族 リフォーム後 左：洗濯室 中：リビング 右：子供部屋 
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9-4．松原のリフォーム（2003 松原市 W 2 階） 
建築の場合は、色々な条件を加味しながら
設計しなければならない。一般的な二階建て
の一軒家に 3 部屋しかない築 40 年程の建売
住宅を、子供 5 人と夫婦のための空間として
リフォームした。 
以前の建売住宅などでは、断熱材が無く、
構造部分の筋交いもほとんど入っていない。
こういった構造も充分に補強して、断熱材を
入れた上で室内をリフォームしていく。リフ
ォーム前に備えつけていた外の低い塀の役割
について考えてみると、防犯の役割もなくプ
ライバシーも守られていない。また住宅では 60 センチメートル程度の床高が必要な
ため 2～3 段の階段を設ける必要があり、高齢を迎える施主にとってバリアフリーと
しても好ましくない。大掛かりなリフォームの場合には、こういったところも加味し
てリフォームしていく。 
塀をなくした代わりに、周りから覗かれる位置、侵入の恐れがある位置には窓を配
置せず、高い場所に大きく設ける、また今まで門と玄関との距離が近いため、階段が
必要であったが、その距離を十分に確保することでスロープを設けることができた。
元々玄関だったスペースに小さな庭を設けることも可能になり、外観も大きく変更した。 
1 階部分の窓は高い位置に配置しているので、カーテンなどが無くても家の前を通
る人に覗かれることは無い。以前は約 60 センチメートルの床下があったが、さらに
和室の床を約 40 センチメートル上げることで床下に 1 メートル程度の物置を確保す
ることができた。 
 
図 34 松原の家 
リフォーム前外観 
図 35 松原の家 リフォーム後 左：外観 右：室内 
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9-5．京町屋の再生（2012 京都市 W 2 階） 
京都の町屋にも古い建物が多く、この事例の建物も築 100 年程度の奥に長い町屋で
あった。こういった建物は構造的には非常に不安があり、建て替えることと一部を残
してリフォームすることでは、大差ない費用がかかってしまう。 
以前なら、リフォームに新築同様の費用がかかるとなれば、ほとんどの人が新築と
しての建て替えを選択していた。しかし最近では、自分たちの思い出を残すため、新
築同様の費用がかかっても、残せるものは残してもらいたいと選択する人も増えてき
た。この家で育った子供達には、既にそれぞれに家がある。しかし、自分たちの育った
この家を、週末に兄弟が集まる空間としてリフォームして残したいとの希望であった。 
昔の家にはまともな基礎が無く、玉石に柱をのせて家を建てているような簡易な構
造のため、基礎からの補強が必要である。強度の弱い柱には添え柱をし、基礎と柱は
ホールダウン金物などを用いるなど、現代の構造基準で補強する。何よりもまず構造
の安全を確保することが最も重要となる。その上で、必要な箇所には筋交いなどで耐
震補強をし、屋根や外壁の断熱補強も十分に行う。 
安全を確保した後に、古い家屋の通り土間のある町屋を現代的な生活が出来る空間
に変えていく。古い木には時間を感じさせる趣きがあり、また新しい木には新鮮な気
持ち良さがある。双方の良い部分を取り合わ
せ、必要なところには筋交を施しながら、イ
ンテリア空間を構成する。天井の高い吹き抜
け空間などでは、土間に床暖房を設備するこ
とが有効である。また今まで使用していなか
った小屋裏空間にも、箱階段を設置すること
により、上がりやすくなった。 
小屋裏も高窓を設けて光や風を取り込むこ
とにより、居室としても快適な空間となった。 
図 36 京町屋 リフォーム前 左：外観 右：室内 
図 37 リフォーム前 添え柱 
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このリフォームでは新築ほどの費用となったが、街並みの景観としても京都らしい
雰囲気を残すことができた。外観の格子は以前の古い物を再利用し、入口部分には車
も進入できるように、新しい建具を使用している。 
10．マンション・リフォーム 
超高層のスローライフ（2007 大阪市 SRC 36 階） 
住まいのあかりコンクールインテリアコーディネート部門最優秀賞 
TOTO リモデルスタイル 2007 最優秀賞 
関西電力設計コンテスト 2007 入賞 
これは大阪市内の西日本に初めてできた 36 階建ての超高層マンションである。マ
ンションも建売住宅と同様、誰か特定の人のために建てた家でなく、標準的な家族が
想定されている。住み始めて 30 年以上経過すると家族
構成やライフスタイルが大きく変化している。ここも
部屋数よりも夫婦二人でゆっくりした生活がしたいと
いう要望でリフォームした。 
戸建住宅の場合は、構造補強を徹底的に行いリフォ
ームしていくのだが、マンションの場合、構造は共有
財産となるため、構造体を傷つけないように進める必
要がある。マンションの場合は、自由に窓を開けたり
位置を変えたりすることができない。そのため鏡をう
まく取り入れることで、圧迫感が改善することができ
る。キッチン横の物入れの扉に鏡を使用することで鏡
の奥にまで空間が繋がって見え、広がりを感じること
ができる。キッチン前も鏡にすることで、視線が止まらず奥行きを感じ、圧迫感を和
らげる効果がある。本来ならば水はねのことを考えると、流し台の前を鏡とすること
は避けるが、施主の要望もあり、ここでは視線を優先している。流し台を使用しなが
図 38 京町屋 リフォーム後 左：外観 右：室内 
図 39 超高層マンション 
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ら振り返るとコンロがあり煮炊きができ、その調理したものをすぐ横に置くことがで
きる。また、シンク横のテーブルではパソコンなどを使用できる奥様のスペース。こ
のように家事の一連の動作が効率よく 2〜3 歩で済ませることができる。タワーマン
ションのため窓が少なく薄暗い。そのため、間取りをシンプルにして光が玄関まで届
くように配置し、壁面収納により収納量を増やした。 
11．店舗・リフォーム 
地鶏家心（2013 京都府 W 2F） 
店舗の場合はリフォームが多い。これは
元眼鏡屋であった店舗を、焼き鳥屋として
改装したものである。事業としてはできる
だけ投資金額を抑える必要があるため、店
舗の形はそのまま残して再利用しながら、
イメージを大きく変更している。京都にあ
る店舗のため、外観は和のイメージで、外
壁には竹を並べてその竹の隙間から店内の
雰囲気を感じさせる設計とした。道路から
直接店内に入るのではなく、入口には小さ
図 40 超高層マンション 室内 左：リフォーム前 右：リフォーム後 
図 42 地鶏家心 リフォーム後 左：外観 右：店内 
図 41 リフォーム前外観 
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な前庭のスペースを確保し、そこから店内に入る。店内奥の露地にはわずかながら小
さな庭を配置し、和のイメージを演出している。 
 
12．大規模改修 
 
12-1．玉出のマンション（2009 大阪市 RC 5F） 
最近ではテレビなどの影響もあり、住宅のリフォームは認知されてきた。しかし、
これから問題となるのは大きな建物である。住宅の場合は解体も簡単だか、大きな建
物になると解体するにはコンクリートや杭の処理まで、環境に与える影響も大きく、
今後大規模改修が重要になってくる。この建物は賃貸マンションで、依頼を受けた時
点では空室が約 40 パーセントもあった。内装は改修済であったため、外観を主とし
た大規模改修としたが、外観が変わり、清潔で上品なイメージになるだけで 2〜3 か
月の間に空室問題が大きく改善される効果があった。建築の魅力をつけることにより、
事業効率の良い建物としてより長寿命の建物することが可能になるのである。 
 
12-2．コンパス京橋（2004 大阪市 RC 4F） 
エレベーターもない築 40 年以上経つ古い 4 階建てのマンションだったこの建物は、
筆者の事務所として使用している。約 15 年前、12 軒のうち 4 軒だけが入居していた
状態で売りに出されていたものを、筆者が買い取り改修した。元は 2K の間取りであ
ったため、綺麗に改修しても今のニーズに合っていなかった。そのため、空間を広く
ワンルームとして、イメージも大きく変えた。 
ユニットバスやトイレ、収納などの奥行きに合わせて斜めの壁で設備を集約し、残
りを台形のシンプルなワンルーム空間とした。1 階はコンクリートブロックの壁を取
り払い、筆者の事務所として使用している。 
図 43 玉出のマンション 左：リフォーム前 右：リフォーム後 
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外観についても以前のままでは魅力がないため色などを見直した。大規模改修して
から約 15 年、周辺の新築マンション同等の価格でありながら満室で稼働しているお
り、筆者の事務所の家賃は不要となっている。 
大阪には緑が少ないためヒートアイランドの改善、最上階住居の断熱などを兼ねて
改修当初に屋上緑化を施している。天神祭の際には花火も見ることができ、当日には
例年多くの人々が集まる空間となっている。 
 
13．コンバージョン・宿泊施設 
最近、力を入れているコンバージョン（用途変換）は、空室になっているビルやマ
ンションを、インバウンドの影響で不足している宿泊施設に用途変換するものである。
筆者の事務所のマンションの 1室も、数年前より試験的に民泊として提供している。 
 
13-1．hostel 淡海 事務所ビル→ホステル（2017 大阪市 S 7F） 
大阪市にある 7階建ての空きビルを宿泊施設へとコンバージョンした。 
ホステルは比較的安価で泊ることができる宿泊施設である。施設内には共同の水回
りやリビングがあり、和室の部屋や二段ベッド型のドミトリーなどの宿泊タイプを設
けている。 
図 44 コンパス京橋 リフォーム前 左：外観 右：室内 
図 45 コンパス京都 リフォーム後 左：外観 右：室内 
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インターネットで検索する旅行者を意
識し、インスタ映えするインテリアを意
識している。露天風呂もその一つであり、
陶器でできた浴槽は窯で焼いてもらった
特注品を使用している。 
 
13-2．NINI ROOM 倉庫→ホステル 
（2017 京都市 RC 3F） 
京都の丸太町にあるホステルは、筆者
が運営に関わっている。5 年程前に印刷
会社のビルのオーナーから本社移転に伴い、空きビルとなる建物の再活用を依頼され、
京都も宿泊施設が不足していることから宿泊施設を提案した。ただ印刷会社として宿
泊施設を運営することは難しいことから、筆者が借り受けることとなった。現在、筆
者の娘が中心にホステルの運営をしている。 
元は 1 階が駐車場、2 階は倉庫、3 階がオフィスとなっていた。現在では 1 階はカ
フェ、2 階と 3 階は宿泊施設を設けている。倉庫などであったビル内は、殺風景な空
間が広がっていた。 
できるだけ短時間でローコストに仕上げられるよう設計した。現在では 1 階が図 49
のようなカフェを開いている。 
元の建物を利用する形で、いろいろなタイプの個室を設けている。ツイン、バンク
ベッド型、3 人部屋、4 人部屋、6 人部屋、ドミトリーなどがあり、一人で宿泊するこ
ともできる。安価な宿泊費設定のため、トイレや洗面所、シャワー、浴室などは全て
共用で設けている。屋上には緑化を行い、現在朝ヨガなどいろいろなイベントに活用
している。 
周辺には京都大学の IPS 細胞研究所や京大病院がある。その南側にホステル NINI 
ROOM が位置している。筆者の会社 COMPAS（コンパス建築工房）は建築事務所であっ
たが、現在では娘達と京都の会社 NINI を立ち上げた。ここでデザインや企画、コン
セプトあるいはインテリアデザインやホテル運営、イベント運営を企画している。昨
年から不動産事業も始めた。不動産から企画、建築、コーディネート、運営まで一気
通貫した相談に乗ることができる体制を構成している。 
また、COMPAS と NINI で新たなプロジェクトが動き出している。大阪市の天満に
シェアオフィスと宿泊施設の複合ビルを計画中。高槻市での市場の再生などを計画・
検討している。事業に幅を持たせることで、その他にも色々な新しい事業の取り組み
が生まれつつある。 
図 46 hostel 淡海 外観 
左：リフォーム前 右：リフォーム後 
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14．最後に 
 
今までの建築設計事務所は、設計し造るだけでよかった。しかし、これからの建築
設計事務所は、造らないために何ができるか、あるいは必要なことを長く続けていく
ためにはどうしたら良いのか、ということまで考えて提案していくことが今後、益々
必要となってくるだろう。本稿ではこのように結論付ける。 
 
（2019年 1月 12日、生活美学研究所本年度生活デザイン研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 黒 田 智 子  
 
図 47 NINI ROOM 左：リフォーム前 右：リフォーム後 
図 48 NINI ROOM カフェ                 図 49 客室 
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